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本 論 文 は 、利 根 川 、荒 川 の 堤 防 の 決 壊 に よ る 大 規 模 氾 濫 で 生 じ る 甚 大 な 人 的 、

物 的 な 被 害 を 、 最 小 限 に と ど め る た め の 応 急 対 策 を 実 施 す る た め の 基 礎 的 知 見

を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て 、 氾 濫 状 況 の 推 定 精 度 の 向 上 と 氾 濫 形 態 の 類 型 区

分 を 行 っ た 上 で 、 死 者 数 、 孤 立 者 数 ・ 孤 立 時 間 、 地 下 鉄 等 の 浸 水 状 況 を 想 定 す

る と と も に 、 被 害 軽 減 方 策 の 有 効 性 の 分 析 を 行 っ て い る 。  

大 規 模 水 害 時 の 氾 濫 状 況 の 推 定 精 度 向 上 の た め に 、 本 論 文 で は ま ず レ ー ザ プ

ロ フ ァ イ ラ デ ー タ を 活 用 し た 連 続 盛 土 の 位 置 及 び 高 さ 等 を 効 率 的 に 把 握 す る 手

法 を 構 築 し て い る 。 ま た 、 流 域 に お け る 排 水 ポ ン プ 場 、 水 門 、 排 水 ポ ン プ 車 等

の 排 水 施 設 の デ ー タ を 網 羅 的 に 収 集 し 、水 没 に よ る 排 水 ポ ン プ 場 の 機 能 停 止 や 、

燃 料 補 給 路 が 閉 ざ さ れ た 場 合 に お け る 備 蓄 燃 料 の み に よ る 連 続 運 転 可 能 時 間 等

の 条 件 を も 加 え た 、 精 緻 な 氾 濫 解 析 モ デ ル を 構 築 し た 。 さ ら に 、 数 多 く の 決 壊

地 点 を 想 定 し て 氾 濫 解 析 を 実 施 し 、 そ の 結 果 を 用 い て 氾 濫 形 態 を 類 型 化 し て い

る 。 こ れ に よ っ て 、 よ り 簡 便 な 被 害 想 定 が 可 能 と な り 、 加 え て 、 警 察 、 消 防 、

自 衛 隊 等 の 救 助 ・ 救 援 部 隊 等 、 限 ら れ た 人 員 を 適 切 に 配 置 す る た め の 情 報 を 得

る こ と が 可 能 と な る 。  

死 者 数 の 想 定 に は 、 米 国 で 開 発 さ れ た 浸 水 深 を 用 い た 死 者 数 推 定 モ デ ル を 導

入 し 、 国 内 事 例 で モ デ ル の 有 効 性 を 確 認 し た 後 、 氾 濫 解 析 結 果 と 組 み 合 わ せ て

人 的 被 害 を 推 定 し て い る 。 さ ら に 、 避 難 率 や 排 水 ポ ン プ 場 、 水 門 等 の 排 水 施 設

の 稼 働 状 況 に よ っ て 、 ど の 程 度 人 的 被 害 を 軽 減 で き る か を 試 算 し て い る 。 そ の

結 果 、 利 根 川 や 荒 川 等 が 決 壊 し た 場 合 に は 、 避 難 率 が 4 0 %の 場 合 で も 、 1 0 0 0

人 を 超 え る 死 者 が 発 生 す る 区 域 が あ る こ と や 、 浸 水 想 定 区 域 内 人 口 に 対 す る 想

定 死 者 数 の 割 合 が 高 い 地 域 が あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 ま た 、 危 機 管 理 の

観 点 か ら 、 年 超 過 確 率 1 / 1 0 0 0 の 規 模 の 洪 水 が 発 生 し た 場 合 に お け る 人 的 被 害

の 増 加 状 況 を 検 討 し 、 浸 水 区 域 内 人 口 の 増 加 割 合 と 比 較 し て 想 定 死 者 数 が 大 幅

に 増 加 す る 地 域 が あ る こ と を 示 し た 。  

ま た 本 論 文 で は 、 利 根 川 、 荒 川 と い う 想 定 浸 水 区 域 内 人 口 が 極 め て 大 き い 首

都 圏 の 特 徴 と し て 、 堤 防 が 決 壊 し て 大 規 模 な 氾 濫 が 発 生 し た 場 合 に 、 多 く の 孤

立 者 が 生 じ る こ と に 着 目 し 、 そ の 救 助 活 動 に 要 す る 時 間 を 解 析 し て い る 。 こ こ

で は 、 警 察 庁 、 消 防 庁 、 防 衛 省 か ら の 聞 き 取 り 調 査 に よ り 、 救 助 艇 の 能 力 と 台

数 、 救 助 の サ イ ク ル タ イ ム を 把 握 し 、 孤 立 者 の 救 助 に 要 す る 時 間 を 推 計 し 、 避

難 率 4 0 %の 場 合 、 対 策 が 実 施 さ れ な い 場 合 に は 、 数 十 万 人 の 人 々 が 数 週 間 以 上

に も わ た っ て 孤 立 す る 地 区 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。 一 方 、 孤 立 者 の 健 康 を

守 る と い う 観 点 か ら は 、 3 日 後 の 孤 立 者 数 を ゼ ロ に す る こ と が 必 要 で あ る が 、

救 助 活 動 を 的 確 に 実 施 し 、 排 水 施 設 を 的 確 に 稼 働 さ せ た 場 合 に は 、 こ れ が 達 成

で き る こ と を 示 し 、 大 規 模 氾 濫 時 の 孤 立 者 救 援 対 策 の 基 礎 的 な 知 見 を 提 供 し て

い る 。  



水 害 発 生 時 に 、 地 下 鉄 、 地 下 街 が 冠 水 被 害 を 生 じ る 危 険 性 は 以 前 か ら 指 摘 さ

れ て い た が 、 大 規 模 水 害 時 の 被 害 想 定 は こ れ ま で な さ れ て こ な か っ た 。 本 論 文

で は 、 氾 濫 域 に あ る 地 下 鉄 等 の 出 入 口 の 形 状 、 止 水 板 及 び 防 水 扉 の 設 置 状 況 、

ト ン ネ ル 内 に お け る 防 水 扉 の 設 置 状 況 、 ト ン ネ ル 坑 口 に お け る 防 水 扉 及 び 防 水

壁 の 設 置 状 況 、 乗 換 駅 に お け る 各 路 線 の 接 続 状 況 等 を 、 構 造 図 や 現 地 調 査 等 に

よ り 網 羅 的 に 把 握 し 、 こ れ ら の 結 果 を 踏 ま え て 地 下 鉄 等 の 浸 水 状 況 の 想 定 を 行

う シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル を 構 築 し た 。 こ の モ デ ル を 用 い て 、 荒 川 の 一 部 で 決

壊 し た 場 合 を 想 定 し た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ た 結 果 、 都 心 部 に は 複 数 の 地 下

鉄 経 路 で 氾 濫 水 が 到 達 し 、 多 く の 都 心 部 の 駅 が 水 没 状 態 と な る こ と 、 東 京 駅 等

は 地 上 部 よ り も 早 く 地 下 鉄 等 の ト ン ネ ル を 通 じ て 氾 濫 水 が 到 達 す る こ と を 示 し

て い る 。 ま た 、 地 下 鉄 等 の 出 入 口 等 に 応 急 的 な 止 水 対 策 等 を 行 う こ と で 、 浸 水

区 間 の 減 少 や 浸 水 開 始 時 間 の 遅 延 に 対 し て 効 果 を 発 揮 す る 場 合 が あ る こ と を 明

ら か に し て い る 。  

以 上 の よ う に 本 論 文 は 、 首 都 圏 の 利 根 川 と 荒 川 と い う ２ つ の 大 河 川 流 域 に お

い て 、 氾 濫 解 析 モ デ ル の 高 度 化 、 氾 濫 形 態 の 類 型 化 を 行 っ た 上 で 、 死 者 数 、 孤

立 者 数 ・ 孤 立 時 間 、 地 下 鉄 等 の 浸 水 状 況 の 想 定 を 行 う と と も に 、 被 害 軽 減 方 策

を 実 施 し た 場 合 の 効 果 等 を 分 析 し て い る 。 本 論 文 に よ り 、 対 象 と し た ２ 河 川 流

域 に お け る 大 規 模 水 害 へ の 応 急 対 応 策 を 具 体 的 に 考 え る た め の 有 用 な 知 見 が 得

ら れ る と と も に 、 中 小 規 模 と は 異 な る 大 規 模 水 害 緊 急 対 応 の 基 本 的 な 視 点 を 確

立 し て い る 。 こ れ ら の 成 果 は 、 モ デ ル の 高 度 化 や 氾 濫 形 態 の 類 型 化 に 学 術 的 価

値 が 認 め ら れ る う え 、 河 川 計 画 、 河 川 管 理 は も と よ り 、 国 家 的 な 危 機 管 理 に お

い て も 、有 用 性 に 富 む 独 創 的 な 研 究 成 果 と 評 価 で き る 。よ っ て 本 論 文 は 博 士（ 工

学 ） の 学 位 請 求 論 文 と し て 合 格 と 認 め ら れ る 。  


